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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月23日(2016.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　２．システム構成例
　次に、本実施形態の超音波測定装置１００及び超音波画像装置４００の構成例を図１に
示す。超音波測定装置１００は、送受信部１１０と、処理部１２０と、報知情報出力部１
３０とを含む。さらに、超音波画像装置４００は、超音波測定装置１００と、表示部３０
０と、を含む。なお、超音波測定装置１００及びこれを含む超音波画像装置４００は、図
１の構成に限定されず、これらの一部の構成要素を省略したり、他の構成要素を追加した
りするなどの種々の変形実施が可能である。例えば、超音波測定装置１００及びこれを含
む超音波画像装置４００は、設定値等を入力するためのユーザインターフェース部（操作
部）や記憶部を含んでいても良い。また、本実施形態の超音波測定装置１００及びこれを
含む超音波画像装置４００の一部又は全部の機能は、通信手段により接続されたサーバー
により実現されてもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　また、超音波の画像表示方法は数種類あり、超音波の受信信号における振幅を輝度値に
変換して２次元画像として表示するＢモードと呼ばれる方法と、超音波の振幅をグラフと
して描くＡモードと呼ばれる方法がある。具体的に、Ｂモード画像の一例を図４（Ａ）に
示し、Ａモード波形の一例を図４（Ｂ）に示す。図４（Ａ）のＢモード画像では、縦軸が
被検体の表層面からの深さ方向となっている。一方で、図４（Ｂ）のＡモード波形は、図
４（Ａ）のＢモード画像中の破線Ｌ１部分の輝度値を表しており、縦軸は表層面からの深
さ方向の距離を表す。なお、前述したように、一般的なＡモード波形の横軸は、受信信号
の振幅強度を表すが、図４（Ｂ）の例では振幅を輝度値に変換した値を用いている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１４６】
　そして、図１６（Ａ）の超音波トランスデューサー素子群ＵＧが、超音波トランスデュ
ーサーデバイスの１チャンネルを構成する。即ち、駆動電極線ＤＬが１チャンネルの駆動
電極線に相当し、送信回路からの１チャンネルの送信信号は駆動電極線ＤＬに入力される
。また、超音波トランスデューサ―素子群ＵＧからの１チャンネルの受信信号は駆動電極
線ＤＬから出力される。なお、１チャンネルを構成する素子列数は図１６（Ａ）のような
４列には限定されず、４列よりも少なくてもよいし、４列よりも多くてもよい。例えば図
１６（Ｂ）に示すように、素子列数は１列であってもよい。


	header
	written-amendment

